
第３回 広島都市圏の医療に関する調査研究協議会における主な意見
(1)　病院経営のノルマから一旦離れて，患者にとって最適な医療提供体制の理想形を掲げ，実態とのギャップを埋めていく努力が必要であること。
病院経営の収支は無視できない要素ではあるが，超高齢社会における医療提供体制の理想形を描き，実態とのギャップを埋めていく努力や手順が優先されるべきであり，その際，臨床分野のみならず，教育・研究の分野における４基幹病院の機能的連携を進めることが望まれる。
(2)　４基幹病院の機能的連携を進めるに当たっては，ガバナンスのあり方まで視野に入れて検討する必要があること。また，基幹病院だけでなく，市中病院も含めて医療機関の自主的な協議により，医療資源の有効活用を図ることが重要であること。
治療難易度の高い希少疾患を特定の病院に集約することに異論はないが，その他の疾患については，現状の４基幹病院の体制のままでは機能的連携に限界があることから，ガバナンスのあり方も視野に入れて検討する必要がある。その際，脳血管疾患や心疾患，整形疾患など，一定の患者シェアを有する市中病院を含めて，また，医局の壁を乗り越えて，法的規制によるのではなく医療機関の自主的な協議によって医療資源の有効活用を実現していくことが重要である。
(3)　広島の医療の強みや病院間のネットワークを活かした高度医療機能が求められており，こうした機能は若手医師を惹きつける魅力にもなり得ること。
将来の医療提供体制の理想形の一翼を担う新たな高度医療機能を検討するに当たっては，既存の医療機能に屋上屋を重ねることのないよう，広島の強みや病院間のネットワークを活かして医療のレベルアップを図ることが重要であり，こうした高度医療機能は若手医師を惹きつける魅力として，また，超高齢社会の手本として全国に発信していくことが求められる。
(4)　医療のグローバル化が進む中，様々な人々と交流できる能力など，国際レベルの医療人材の育成・確保が求められていること。
米国の医師国家試験受験に係る出身医学部の認証制度への対応は，我が国の医学教育における喫緊の課題となっている。日本人に必要なものは，様々な人々と交流できる能力であり，国際レベルの医療人材の育成・確保に向けて，海外との交流を積極的に進めるべきである。その際，米国への臨床留学のみならず，医療レベルの高い欧州等への見学研修も有効である。
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